
No.445

定額給付金が支給されます .............................. 2

●町民広場 ................................................................................................... 4
●MOSAIC PLAZA 知る･募る･語る....................................... 6
●元気講座　●予防接種は早めに受けましょう................. 8
●元気ガイド ............................................................................................... 9
●家庭の情報：消費生活相談...................................................10
振込め詐欺にご注意を
●図書館通信 ...........................................................................................11

●各種相談 .................................................................................................12

2009 

44

今中町長 初登庁

みんなで築くパークタウン上牧



2
かんまき 2009.4.

定
額
給
付
金
は
、
景
気
が
後
退
す
る
中

で
、「
住
民
の
皆
さ
ん
へ
の
生
活
支
援
」
と

皆
さ
ん
に
広
く
給
付
す
る
こ
と
に
よ
り
「
地

域
の
経
済
対
策
」
と
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
住
民
の
皆
さ
ん
は
、
こ
の
給

付
金
を
受
領
し
て
頂
き
、
地
域
で
の
経
済

活
動
の
活
性
化
の
た
め
に
消
費
し
て
頂
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

対

象

者

・
定
額
給
付
金
が
支
給
さ
れ
る
対
象
者
は
、

本
年
２
月
１
日
現
在
、
本
町
の
住
民
基
本

台
帳
や
外
国
人
登
録
原
票
に
登
録
さ
れ
て

い
る
か
た
が
対
象
で
す
。

・
定
額
給
付
金
は
世
帯
単
位
で
の
給
付
と
な

り
ま
す
の
で
、
申
請
書
の
給
付
額
合
計
欄

に
記
載
さ
れ
て
い
る
金
額
を
受
給
で
き
る

か
た
や
受
給
の
た
め
に
申
請
を
行
う
か
た

は
世
帯
主
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
世
帯
主
が
受
領
委
任
さ
れ
た

場
合
は
世
帯
内
の
他
の
か
た
の
口
座
へ
の

振
込
が
可
能
で
す
。（
外
国
人
登
録
さ
れ

て
い
る
か
た
に
つ
い
て
は
、
個
人
単
位
の

受
給
と
な
り
ま
す
）

給

付

額

・
一
人
あ
た
り
の
給
付
額
は
一
万
二
千
円
で

す
。
た
だ
し
、
六
十
五
歳
以
上
の
か
た

（
昭
和
19
年
２
月
２
日
以
前
に
出
生
し
た

か
た
）
と
十
八
歳
以
下
の
か
た
（
平
成
２

年
２
月
２
日
か
ら
本
年
２
月
１
日
生
れ
の

か
た
）
は
二
万
円
で
す
。

・
昭
和
19
年
２
月
２
日
生
れ
の
か
た
は
本
年

２
月
１
日
現
在
で
の
年
齢
は
六
十
四
歳
で

す
が
、「
年
齢
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
満

六
十
五
歳
と
み
な
さ
れ
ま
す
の
で
二
万
円

の
支
給
と
な
り
ま
す
。

申
請
方
法

申
請
方
法
は
次
の
三
種
類
で
す
。

・
郵
送
申
請
方
式

申
請
者
（
世
帯
主
や
そ

の
代
理
人
）
が
申
請
書
を
郵
送
に
よ
り
町

に
提
出
し
、
町
が
申
請
者
か
ら
通
知
さ
れ

た
金
融
機
関
の
口
座
に
振
り
込
む
方
式

・
窓
口
申
請
方
式

申
請
者
が
申
請
書
を
町

の
窓
口
に
提
出
し
、
町
が
申
請
者
か
ら
通

知
さ
れ
た
金
融
機
関
の
口
座
に
振
り
込
む

方
式

・
窓
口
現
金
受
領
方
式

申
請
者
が
申
請
書

を
役
場
の
窓
口
に
提
出
し
、
町
が
役
場
の

窓
口
で
現
金
を
お
渡
し
す
る
方
式
（
金
融

機
関
の
口
座
が
な
い
か
た
）

▼
申
請
受
付
期
間

・
郵
送
申
請
方
式

４
月
３
日
（
金
）
か
ら

10
月
５
日
（
月
）
当
日
消
印
有
効

・
窓
口
申
請
方
式

４
月
27
日
（
月
）
午
前

９
時
か
ら
10
月
５
日
（
月
）
午
後
５
時
ま
で

（
役
場
休
業
日
を
除
き
ま
す
）

・
窓
口
現
金
受
領
方
式

５
月
29
日
（
金
）

午
前
９
時
か
ら
10
月
５
日
（
月
）
午
後
５
時

ま
で
（
役
場
休
業
日
を
除
き
ま
す
）

＊
給
付
金
の
支
払
日

・
郵
送
で
申
請
の
か
た

４
月
30
日
（
木
）

か
ら
順
次
口
座
に
振
込
み
ま
す
。

・
役
場
窓
口
で
申
請
の
か
た

５
月
29
日

（
金
）
か
ら
申
請
さ
れ
た
方
法
に
よ
り
支
払

い
ま
す
。

☆
郵
送
申
請
方
式

役
場
か
ら
事
前
に
お
送
り
す
る
書
類
に

入
っ
て
い
る
返
信
用
封
筒
に
次
の
も
の
を

い
れ
て
返
信
し
て
下
さ
い
。

・
定
額
給
付
金
申
請
書
（
請
求
書
）

「
定
額
給
付
金
申
請
書
」
に
必
要
事
項
を

記
入
し
た
も
の

・
申
請
者
の
本
人
が
確
認
で
き
る
書
類
の
コ
ピ
ー

（
申
請
時
点
で
有
効
な
も
の
）

例
／
運
転
免
許
証
・
パ
ス
ポ
ー
ト
・
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
・
健
康
保
険
証
・
外

国
人
登
録
証
明
書
・
年
金
証
書
な
ど

・
申
請
者
の
通
帳
の
コ
ピ
ー

定
額
給
付
金
を
受
領
す
る
た
め
の
通
帳

で
、
口
座
情
報
（
口
座
番
号
・
銀
行
名
・

店
名
）
が
確
認
で
き
る
も
の

☆
窓
口
申
請
方
式

役
場
か
ら
お
送
り
す
る
書
類
に
次
の
物
と

合
せ
て
役
場
窓
口
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

・「
定
額
給
付
金
申
請
書
」
に
必
要
事
項
を
記

入
し
た
も
の

・
申
請
者
の
本
人
が
確
認
で
き
る
書
類
の
コ
ピ
ー

（
申
請
時
点
で
有
効
な
も
の
）

例
／
運
転
免
許
証
・
パ
ス
ポ
ー
ト
・
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
・
健
康
保
険
証
・
外

国
人
登
録
証
明
書
・
年
金
証
書
な
ど

・
申
請
者
の
通
帳
の
コ
ピ
ー

定
額
給
付
金
を
受
領
す
る
た
め
の
通
帳

で
、
口
座
情
報
（
口
座
番
号
・
銀
行
名
・

店
名
）
が
確
認
で
き
る
も
の

定定額額給給付付金金がが支支給給さされれまますす



！

3
かんまき 2009.4.

定額給付金の給付を
装った「振り込め詐欺」や
「個人情報の詐取」に
ご注意ください。

・定額給付金のことで、申請された
手続きや提出いただいた書類に不

備があった場合、役場から電話な

どでお尋ねをする場合があるかも

知れませんが、その場合でもＡＴ

Ｍ（現金自動預払機）の操作を行

うように話したり、給付金の手続

のために手数料などの振込を依頼

することは絶対にありません。給

付金には手数料の負担は一切あり

ません。

・役場や総務省が、銀行やコンビニ
のＡＴＭ（現金自動預払機）の操

作をお願いすることは絶対にあり

ません。

・ＡＴＭ（現金自動預払機）をあな
た自身が操作して、他人からお金

を振込んでもらうことは絶対に出

来ません。

・給付の申請書の送付前に、役場や
総務省などが、皆さんの世帯構成

や、銀行口座番号などの個人情報

をお尋ねすることは絶対にありま

せん。

☆申請書の番号を手元に

役場からお送りする申請書右上の

お問合せ番号は、今後役場から問合

せの場合に必要となりますので、必

ず手元にひかえておいて下さい。 ☆
窓
口
現
金
受
領
方
式

役
場
か
ら
お
送
り
す
る
書
類
に
必
要
事

項
を
記
入
し
て
、
次
の
も
の
と
一
緒
に
役

場
窓
口
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

・
申
請
者
の
本
人
が
確
認
で
き
る
書
類

（
申
請
時
点
で
有
効
な
も
の
）

例
／
運
転
免
許
証
・
パ
ス
ポ
ー
ト
・
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
・
健
康
保
険
証
・
外

国
人
登
録
証
明
書
・
年
金
証
書
な
ど

▼
振
込
口
座

定
額
給
付
金
を
受
領
す
る
た
め
の
金
融

機
関
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
も
含
み
ま
す
）
の

口
座
番
号
を
指
定
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
定
額
給
付
金
の
申
請
・
請
求
受
給
を
代
理

人
に
委
任
す
る
場
合

「
定
額
給
付
金
申
請
書
」
の
｛
代
理
申
請

を
行
う
場
合
｝
の
欄
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
期
限
ま
で
に
申
請
が
行
わ
れ
な
か
っ

た
場
合
、
定
額
給
付
金
の
受
給
を
辞
退
し

た
も
の
と
み
な
し
ま
す
。

返
信
用
封
筒 

申

請

書

 

申

請

書

 

通
帳
の
コ
ピ
ー 

本

人

確

認 

書
類
の
コ
ピ
ー 

申

請

書

 
通

帳

 

本
人
確
認

書

類

 

申

請

書

 

返
信
用
封
筒 

定
額
給
付
金 

通

帳

の

 

コ

ピ

ー

 

本

人

確

認 

書
類
の
コ
ピ
ー 

申請書 

役場より申請書類を 
郵便でお届け 

コピーを 
入れてく 
ださい。 

１. 申請書に必要事項を記入 
２. 本人確認書類を用意 
３. 銀行などの通帳を用意 

この三つを本人が役場へ 
持参してください。 
（５月29日から受付） 

この三つを本人が役場へ 
持参してください。 
（４月27日から受付） 

役場へ郵送 
（４月３日から） 

役場に返送された 
書類をチェックします。 

指定の銀行に振り込み 
（４月30日から順次） 

指定の銀行に振り込み 
（５月29日から順次） 

確認のうえ窓口にて 
現金でお渡しします。 

（５月29日からその場で） 

書類をチェックします。 

窓口現金受領方式 窓口申請方式 郵送申請方式 
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３
月
13
日
（
金
）
、
上
牧
町
婦
人
会
の
呼
び
か

け
で
更
生
保
護
婦
人
会
、
交
通
安
全
母
の
会
と

町
内
で
活
躍
す
る
女
性
団
体
が
中
央
公
民
館
に

集
い
、
裁
判
員
制
度
に
つ
い
て
の
勉
強
会
を
行

い
ま
し
た
。

講
師
に
地
方
裁
判
所
の
職
員
を
呼
び
、
裁
判

員
制
度
の
趣
旨
や
選
任
方
法
、
役
割
な
ど
を
学

び
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
当
初
、
新
制
度
へ
の

理
解
不
足
か
ら
く
る
不
安
や
刑
事
裁
判
に
参
加

す
る
こ
と
へ
の
負
担
を
多
く
持
っ
て
い
ま
し
た

が
、
今
回
の
勉
強
会
で
、
新
制
度
を
正
し
く
理

解
す
る
こ
と
に
よ
り
、
少
し
で
も
不
安
や
負
担

を
軽
減
で
き
た
よ
う
で
す
。

今中富夫さん 新町長に就任

任
期
満
了
に
伴
う
上
牧
町
長
選
挙
が

３
月
１
日
（
日
）
に
行
わ
れ
、
即
日
開

票
の
結
果
、
元
上
牧
町
職
員
・
自
治
会

役
員
の
今
中
富
夫
さ
ん
（
新
町
在
住
）

が
初
当
選
を
果
し
ま
し
た
。

当
日
の
有
権
者
数
は
一
万
九
千
五
百

二
十
一
人
で
、
投
票
率
は
五
十
二
・
八

六
％
で
、
前
回
の
町
長
選
挙
の
投
票
率

を
二
十
八
・
二
％
と
大
幅
に
上
ま
わ
り

ま
し
た
。

今
中
富
夫
新
町
長
は
23
日
に
は
早
速

初
登
庁
を
し
、
役
場
玄
関
前
で
町
職
員

や
支
持
者
が
拍
手
で
出
迎
え
る
中
、
職

員
代
表
か
ら
花
束
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

町内の女性団体が 裁判員制度の勉強会

初
登
庁
の
あ
と
職
員
を
前
に
し
て
就
任

最
初
の
訓
辞
を
行
い
ま
し
た
。

「
今
、
上
牧
町
は
大
変
な
時
期
を
向
か

え
て
い
る
。
こ
れ
を
乗
り
切
る
に
は
住
民

の
皆
さ
ん
と
共
に
町
づ
く
り
を
行
う
こ
と

が
大
切
。
そ
の
た
め
に
は
職
員
の
皆
さ
ん

の
意
識
改
革
が
重
要
。

今
の
行
政
は
、
住
民
の
信
頼
を
損
ね
て

い
る
。
そ
の
結
果
が
請
願
で
あ
り
監
査
請

求
で
あ
り
ま
す
。
信
頼
を
回
復
す
る
に
は
、

住
民
の
皆
さ
ん
と
の
情
報
の
共
有
が
必

要
。
職
員
も
、
住
民
の
か
た
が
尋
ね
ら
れ

れ
ば
、
誠
意
を
持
っ
て
答
え
る
よ
う
に
し

て
欲
し
い
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

◆
情
報
の
共
有
が
い
ち
ば
ん
大
切
と

職
員
を
前
に
今
中
町
長
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三
期
十
二
年
に
わ
た
り
上
牧
町
長

を
努
め
た
杉
田
重
雄
さ
ん
が
任
期
満

了
に
伴
い
、
最
後
の
登
庁
日
と
な
っ

た
３
月
19
日
（
木
）
に
役
場
内
で
退

任
式
が
行
わ
れ
、
集
ま
っ
た
職
員
に

「
何
も
無
か
っ
た
上
牧
町
に
道
や
街

が
で
き
、
大
型
店
舗
や
大
病
院
が
開

業
し
た
今
の
姿
を
見
る
と
大
変
感
慨

深
い
。
新
町
長
の
下
、
新
た
な
気
持

ち
で
町
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
欲
し

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
大
勢
の
か
た
に
見
送
ら
れ

な
が
ら
役
場
庁
舎
を
後
に
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
ど
上
牧
第
二
中
学
校
が
、
県
下
で
の

中
学
校
と
し
て
初
め
て
日
本
学
校
保
健
会
よ
り

「
健
康
教
育
推
進
学
校
表
彰
」
を
受
け
ま
し
た
。

第
二
中
学
校
が
校
内
で
の
健
康
問
題
を
中
心

に
健
康
教
育
の
推
進
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、

そ
の
成
果
を
あ
げ
た
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
二
中
で
は
性
や
命
を
中
心
に
社
会
か
ら

の
ス
ト
レ
ス
な
ど
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
生
徒
た

ち
が
活
き
活
き
と
し
た
学
校
生
活
を
送
れ
る
よ

う
に
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
相
談
、
外
部
の
経

験
者
を
講
師
に
し
た
生
徒
向
け
の
勉
強
会
な
ど

に
力
を
い
れ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
こ
れ
ら
の
活
動
に
は
、
養
護
の
先
生
を

中
心
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
協
力
も
不
可
欠
で
、
永
年
に

わ
た
っ
て
行
っ
て
き
た
学
校
と
地
域
と
の
連
携

し
た
活
動
も
評
価
さ
れ
て
、
今
回
の
受
賞
と
な

り
ま
し
た
。

上牧第二中学校 健康教育推進学校表彰

杉
田
前
町
長
が
退
任

奈
良
テ
レ
ビ
放
送
が
新

町
長
に
就
任
さ
れ
た
今
中

富
夫
さ
ん
に
、
今
後
の
街

づ
く
り
に
つ
い
て
の
考
え

を
訪
ね
る
番
組
を
製
作
し
、

役
場
庁
舎
内
で
取
材
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

番
組
内
で
、
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
を
受
け
た
今
中
新
町

長
は
「
財
政
再
建
に
取
り

組
み
、
赤
字
再
建
団
体
に

陥
ら
な
い
よ
う
に
与
え
ら

れ
た
四
年
間
を
全
力
で
取

り
組
ん
で
い
く
の
は
当
然

の
こ
と
。
そ
れ
に
平
行
し

て
、
町
づ
く
り
に
住
民
の

皆
さ
ん
の
声
を
取
り
入
れ

て
い
け
る
よ
う
な
行
政
に

な
る
よ
う
進
め
て
い
き
た

い
。そ

の
た
め
に
は
皆
さ
ん

の
意
見
を
聞
く
こ
と
が
重

要
。
町
職
員
の
意
識
改
革

も
大
切
」
と
今
後
の
町
行

政
の
進
め
方
を
語
っ
て
い

ま
し
た
。

◆
今
後
の
町
づ
く
り-

テ
レ
ビ
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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固
定
資
産
課
税
台
帳
を

縦
覧
し
ま
す

地
方
税
法
第
四
一
五
条
に
よ
り

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

▼
と
　
き

土
・
日
・
祝
日
を
除
く
４
月
１

日
（
水
）
か
ら
第
一
期
納
期
限
６
月
１
日

（
月
）
ま
で
の
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
30

分
ま
で
。

▼
と
こ
ろ

役
場
一
階
税
務
課

固
定
資
産
税
係

▼
問
合
先

税
務
課
　

役
場
内
線
１
２
４
・
１
４
８
番

固
定
資
産
課
税
の
評
価
の

基
礎
と
な
る
路
線
価
図
を
公
開

固
定
資
産
税
の
宅
地
評
価
に
つ
い
て
納
税
者

の
か
た
に
理
解
と
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
た

め
に
路
線
価
図
な
ど
の
公
開
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象
地
目

宅
地

▼
対
象
範
囲

全
て
の
路
線
価

▼
対
象
者

納
税
者
以
外
も
含
め
て

▼
と
　
き

４
月
１
日
（
水
）
以
降
で

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
き
ま
す
）

８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
30
分
ま
で
。

▼
と
こ
ろ

役
場
一
階

税
務
課

固
定
資
産
税
係

▼
問
合
先

税
務
課
　

役
場
内
線
１
２
４
・
１
４
８
番

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

皆
さ
ん
の
意
見
を
募
集

上
牧
町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

（
素
案
）
に
対
す
る
町
民
の
皆
さ
ん
の
意

見
を
募
集
し
ま
す
。

町
で
は
、
本
町
の
都
市
計
画
に
関
す
る
基

本
的
な
方
針
と
な
る
「
上
牧
町
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、
本
町
で
の
都

市
計
画
づ
く
り
の
具
体
的
な
将
来
ビ
ジ
ョ
ン

を
確
立
し
、
地
域
別
の
あ
る
べ
き
市
街
地

像
・
課
題
に
対
応
し
た
整
備
方
針
、
都
市
生

活
・
経
済
活
動
な
ど
を
支
え
る
諸
施
設
の
計

画
な
ど
を
定
め
る
も
の
で
、
こ
れ
を
実
現
す

る
手
法
の
ひ
と
つ
で
あ
る
都
市
計
画
の
総
合

的
な
指
針
と
な
る
も
の
で
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

の
素
案
つ
い
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
公
表
し
、

ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

▼
閲
覧
場
所

役
場
都
市
整
備
課
・
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
頂
け
ま
す
。

▼
意
見
の
募
集
期
間

４
月
３
日
（
金
）
か
ら

17
日
（
金
）
必
着

▼
意
見
を
提
出
で
き
る
か
た

町
内
に
在
住
、

通
学
・
通
勤
を
し
て
い
る
か
た
や
事
業
所

が
あ
る
企
業
や
団
体

▼
意
見
の
提
出
方
法

役
場
都
市
整
備
課
に

持
参
か
郵
送
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
E
メ
ー
ル

・
電
話
で
は
受
付
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

意
見
を
提
出
す
る
際
の
記
載
事
項
意
見

書
の
様
式
は
特
に
定
め
て
い
ま
せ
ん
が
、

次
の
項
目
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

・
住
　
所
（
法
人
や
そ
の
他
の
団
体
の
場
合

は
所
在
地
）

・
氏
　
名
（
法
人
や
そ
の
他
の
団
体
の
場
合

は
名
称
と
代
表
者
の
氏
名
）

・
連
絡
先
（
日
中
に
連
絡
の
と
れ
る
電
話
番

号
な
ど
）

・
住
所
が
町
外
の
か
た
で
、
町
内
に
通
勤
・

通
学
さ
れ
て
い
る
か
た
や
町
内
で
事
業
を

営
ま
れ
て
い
る
か
た
は
、
勤
務
先
名
、
学

校
名
や
事
業
所
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

（
広
告
）

平日 AM9：30～PM8：30（土日祝は事前予約要） 

広陵町中154-5 TEL：57-0666

徳田司法書士事務所 徳田司法書士事務所 

多重債務の相談 

・破産 

・個人再生手続 

・任意整理 

・過払金回収　など 

その他各種法律相談 

（初回相談料無料） 

不動産の登記 

・売買や贈与 

・建物新築 

・住宅ローンなど 

相続に関する相談 

・遺言 

・遺産分割　など 

▼
そ
の
他
　

・
住
所
や
氏
名
な
ど
の
個
人
情
報
に
つ
い
て

は
、
町
で
厳
重
に
管
理
す
る
と
と
も
に
、

公
表
し
ま
せ
ん
。

・
個
々
の
ご
意
見
に
対
し
て
は
、
個
別
の
回

答
は
し
ま
せ
ん
。

・
い
た
だ
い
た
原
稿
な
ど
は
お
返
し
で
き
ま

せ
ん
。

・
い
た
だ
い
た
ご
意
見
に
つ
い
て
は
、
そ
の

内
容
に
つ
い
て
十
分
に
検
討
し
、
提
出
さ

れ
た
ご
意
見
の
概
要
と
町
の
考
え
方
や
案

を
修
正
し
た
と
き
は
そ
の
修
正
内
容
を
公

表
し
ま
す
。

▼
問
合
先
　
都
市
整
備
課
　

役
場
内
線
２
１
２
番
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上
牧
町
婦
人
会
　
会
員
募
集

上
牧
町
婦
人
会
（
梶
野
洋
子
会
長
）
で
は
、

婦
人
会
活
動
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
会
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

婦
人
会
で
は
女
性
の
地
位
向
上
と
社
会
参

加
を
目
指
し
て
、
様
々
な
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。
町
内
の
女
性
の
か
た
な
ら
、
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

▼
問
合
先

梶
野
　

76
ー
３
９
３
２

高
齢
者（
や
よ
い
）

婦
人（
さ
ゆ
り
）学
級
生
募
集

生
涯
学
習
教
室
と
し
て
年
齢
に
応
じ
て

高
齢
者
学
級
と
婦
人
学
級
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

町
内
に
お
住
ま
い
の
か
た
な
ら
、
ど
な

た
で
も
参
加
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

☆
高
齢
者
（
や
よ
い
）
学
級

町
内
に
お
住
ま
い
の
六
十
歳
以
上
の
男
性

と
六
十
五
歳
以
上
の
女
性
が
対
象
で
す
。

高
齢
者
が
地
域
社
会
に
ど
の
よ
う
な
役
割

を
も
っ
て
参
加
す
る
の
か
を
中
心
に
、
健
康

で
生
き
が
い
の
あ
る
人
生
を
め
ざ
し
た
学
習

を
行
っ
て
い
ま
す
。

☆
婦
人
（
さ
ゆ
り
）
学
級

町
内
に
お
住
ま
い
の
六
十
五
歳
未
満
の
女

性
が
対
象
で
す
。

女
性
が
も
つ
様
々
な
生
活
上
の
問
題
点
に

つ
い
て
学
び
、
い
き
い
き
奥
様
ラ
イ
フ
を
送

っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
学
習
を
す
す
め
て

い
き
ま
す
。

▼
学
習
内
容

講
演
会
・
人
権
学
習
・
社
会

見
学
・
創
作
活
動
な
ど

▼
開
講
日

５
月
に
開
講
式
を
行
い
、
年
間

六
回
程
度

▼
応
募
先

社
会
教
育
課
（
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
受
付
可
）

▼
応
募
日

４
月
２
日
（
木
）
か
ら
10
日
（
金
）

▼
費
　
用

授
業
料
な
ど
の
直
接
的
な
費
用

は
不
要
で
す
が
、
社
会
見
学
な
ど
の
バ
ス

研
修
で
の
昼
食
代
・
見
学
料
・
バ
ス
利
用

代
（
二
千
円
）
を
負
担
し
て
頂
き
ま
す
。

▼
問
合
先
　
社
会
教
育
課
　

役
場
内
線
５
１
３
番

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
76
ー
１
１
９
９

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

参

加

者

募

集

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
子
育
て
の
家

庭
へ
の
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

町
立
第
一
保
育
所
内
に
設
け
ら
れ
た
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
遊

び
場
と
し
て
、
保
護
者
の
交
流
の
場
と
し
て

毎
月
二
回
、
第
一
保
育
所
の
施
設
を
開
放
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
下
記
の
案
内
の
よ
う
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
自
由

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
費
用
は
か
か
り
ま

せ
ん
。

そ
の
他
、
育
児
不
安
や
子
育
て
に
関
す
る

相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
問
合
先

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
第
一

保
育
所
内
）

76
ー
１
０
０
０

―
―
４
月
の
予
定
―
―

第
一
保
育
所
で
は
、
子
育
て
家
庭
の
支
援
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

●
と
き

４
月
17
日
（
金
）

「
は
じ
め
ま
し
て

リ
ズ
ム
で
遊
び
ま
し
ょ
」

さ
ぁ

出
発

友
だ
ち
と
友
だ
ち
が

つ
な
が
る

元
気
を
め
ざ
し
て

●
と
き

４
月
23
日
（
木
）

「
子
ど
も
の
日
の
集
い
」

こ
い
の
ぼ
り
に
な
っ
て

空
に
む
か
っ
て
お
よ
ご
う

▼
問
合
先

第
一
保
育
所

76
ー
１
０
０
０

地域安全ニュース

学期末から新学期にかけては、児童生徒にとっても

生活環境に変化が生じ、非行の増加や犯罪・事故被害

の多発が危惧されます。

そこで、この時期を捉えて『児童生徒の安全確保』

『児童生徒の健全育成』の為の活動を強化いたします。

文
化
協
会
作
品
発
表
会

中
央
公
民
館
一
階
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て

作
品
を
展
示
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
見
に
来

て
く
だ
さ
い
。

☆
４
月
10
日
（
金
）
ま
で

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

・
幽
秀
会
（
水
墨
画
）

（
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）

・
七
宝
工
芸
宗
楽
会

（
陳
列
ケ
ー
ス
）

☆
４
月
10
日
（
金
）
か
ら
５
月
８
日
（
金
）
ま
で

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

・
ア
ト
リ
エ
28

（
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）

・
内
田
編
物

（
陳
列
ケ
ー
ス
）

各
文
化
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
の
お
問
合
わ
せ
は
、

中
央
公
民
館
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先

中
央
公
民
館
　

76
ー
３
６
１
０

子どもを犯罪の被害者にも加害者にもさせない活動の強化
（３月16日～５月15日）
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赤ちゃんや子どもは、大人よりも抵抗力が

ないため、かかると重症になってしまう病気

があります。予防接種ができる年齢に達した

ら、できるだけ早く予防接種を受けておきま

しょう。

麻しんや風しんは毎年春から初夏にかけて、

流行しますので、麻しん、風しんの予防接種

はできるだけ早めにすませておくことが大切

です。

乳児期のお子さんの生活範囲はほとんど家

庭内に限られていますが、保育園に通う赤ち

ゃんや保育園や幼稚園に通う幼児がいる家庭

では感染する機会も多いため、できるだけ早

めに済ませておくことが大切です。特に麻し

ん・風しんのⅠ期（生後12～24か月未満）に

あたる乳児やⅡ期（平成15年４月２日から16

年４月１日生まれ）の年長児にあたるかたは、

早めに予防接種を受けておきましょう。

また、小学校高学年以上のかたが、かかる

と症状が重くなりやすいのでⅢ期（平成８年

４月２日から平成９年４月１日生まれ）にあ

たる中学１年生、Ⅳ期（平成３年４月２日か

ら平成４年４月１日生まれ）にあたる高校三

年生も早めに予防接種を受けてください。

あなたの身のまわりに予防接種の対象年齢

にあたるかたがおられる場合は、予防接種が

できているか呼びかけをして子どもたちを守

っていきましょう。

☆予防接種には予診票が必要です。

つぎの予防接種を受けるには予診票が必要

です。次の予防接種の対象者には４月中旬に

予診票を郵送しますので、ご記入のうえ受け

てください。予診票を紛失された場合は、

2000年会館内の生き活き対策課窓口でお渡し

します。

◆麻しん、風しん混合（MR）ワクチン

・Ⅱ期（平成15年４月２日から平成16年４月

１日生まれ）のかた

・Ⅲ期（平成８年４月２日から平成９年４月

１日生まれ）のかた

・Ⅳ期（平成３年４月２日から平成４年４月

１日生まれ）のかた

◆破傷風・ジフテリア（ＤＴ）二種混合

ワクチン

・小学６年生（平成９年４月２日から平成10年

４月１日生まれ）のかた

電　話：生き活き対策課　 79-2020

●
予
防
接
種
は
早
め
に
受
け
ま
し
ょ
う
●

今
年
度
も

い
き
い
き
会
を

開
催

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
し
て
い
た

だ
く
た
め
、「
い
き
い
き
会
」（
お
誕
生

日
会
）
を
開
き
ま
す
。

▼
と
　
き

６
月
23
日
（
火
）・
10
月
13
日
（
火
）
・

２
月
23
日
（
火
）
の
正
午
よ
り

▼
と
こ
ろ

２
０
０
０
年
会
館

多
目
的
ホ
ー
ル

▼
対
　
象

町
内
在
住
の
六
十
歳
以
上
の
か
た

▼
費
　
用

千
円

▼
申
込
方
法

シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
会
員

の
か
た
は
地
区
会
長
に
会
費
を
添
え

て
、
会
員
以
外
の
か
た
は
生
き
活
き

対
策
課
ま
で
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切
日

開
催
日
の
七
日
前

▼
問
合
先

生
き
活
き
対
策
課

79
ー
２
０
２
０

第
四
回

さ
わ
や
か
旅
行
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
、

「
地
域
の
高
齢
者
の
生
き
が
い
や
仲
間

作
り
」
を
目
的
と
し
て
今
年
も
親
睦

旅
行
を
計
画
し
ま
し
た
。
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●問合先：生き活き対策課 79-2020 2000年会館内

午後１時30分から２時30分まで

対象者：妊娠されているかた。

持参品：母子健康手帳

時間：午後１時から１時30分まで受付

（健康診査開始は午後１時30分より）

★乳児健康診査
と　き：４月９日（木)

対象者：平成20年10月20日生まれ

から12月９日生まれ

★１歳８か月児健康診査
と　き：４月15日（水)

対象者：平成19年７月26日生まれ

から９月15日生まれ

★３歳児健康診査
と　き：４月16日（木)

対象者：平成17年８月21日生まれ

から９月16日生まれ

★２歳児歯科検診
と　き：４月23日（木)

午前９時から９時30分まで受付

対象者：平成1８年11月・12月生まれ

対象者には個人通知します。

★乳幼児相談
と き：

４月７日（火）

午後１時30分から３時まで受付

４月24日（金）

午前９時から11時までと

午後１時30分から３時まで受付

（計測は特別な場合を除いて月１回

とします）

対象者：就学前までの乳幼児

持参品：母子健康手帳

★成人健康相談（2000年会館）
と　き：４月17日（金)

糖尿病・高血圧・高脂血症・喫煙

などの相談【要予約】

と　き：４月24日（金)

上記以外の相談

午前９時から11時30分までと

午後１時30分から４時まで受付

★妊婦さん集まれ
２回開催（要予約）

と　き：１回目：４月24日（金）

お友達づくり・栄養の話

２回目：５月12日（火）

助産師の話

●問合先：生き活き対策課 79-2020
●ところ：2000年会館内

受診できないかたは３歳のお誕生

日前までなら次回以降でも受診す

ることができます。

★ポリオ
と　き：５月13日（水)

午前１時30分から２時30分まで受付

対象者：生後３ヶ月から７歳６ヶ月未

満でまだ２回接種していないかた

持参品：母子健康手帳、印鑑、予診票

昭和50～52年生まれの

成人ポリオも同時にしています。

費　用：自己負担金1,000円

持参品：印鑑と生年月日のわかる保

険証、免許証など（当日、同意書

と予診票を会場で記入していただ

きます。）母子健康手帳をお持ちの

方は持参してください。ない方は

接種済証をお渡しします。

※発熱者、下痢しているかた、妊娠

しているかたは接種できません。

プレイルーム利用日について

時間は午前９時から午後５時です。

４月９日（木）・15日（水）・16

日（木）の午後、23日（木）の午

前は健診などで混み合います。

▼
と
　
き

５
月
７
日
（
木
）
か
ら
８
日
（
金
）
ま
で

▼
と
こ
ろ

静
岡
県
／
清
水
・
三
保
羽
衣
温
泉
と

日
本
平
方
面

▼
対
　
象

町
内
在
住
の
六
十
歳
以
上
の
か
た

▼
費
　
用

一
万
八
千
円
（
一
泊
四
食
）

▼
申
込
方
法

シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
会
員

の
か
た
は
地
区
会
長
へ
、
会
員
以
外

の
か
た
は
４
月
８
日
（
水
）
ま
で
に
生

き
活
き
対
策
課
へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先

生
き
活
き
対
策
課

79
ー
２
０
２
０

三
室
病
院
公
開
講
座

▼
と
　
き

４
月
16
日
（
木
）

午
後
３
時
か
ら
４
時
30
分
ま
で

▼
と
こ
ろ

三
室
病
院

本
館
二
階

A
会
議
室

▼
内
　
容

講
演
「
脳
卒
中
の
予
防
と
治
療
」

講
師

県
立
三
室
病
院
脳
神
経
外
科
部
長

飯
田
　
淳
一
さ
ん

▼
定
　
員

四
十
名

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。）

▼
参
加
料

無
料

▼
問
合
先

三
室
病
院
総
務
課

32
ー
０
５
０
５



10
かんまき 2009.4.

消費生活相談：電話･面談とも毎週火曜日の午後1時～4時／2000年会館／ 79ー2020

振
込
め
詐
欺
に
ご
注
意
を

昨
年
は
振
り
込
め
詐
欺
が
再
び
増
加
し
ま
し
た
。

警
察
庁
の
調
べ
に
よ
り
ま
す
と
、
昨
年
９
月
末
迄
の

「
振
込
め
」
詐
欺
の
被
害
は
一
万
七
千
件
、
被
害
額

は
二
百
三
十
六
億
円
に
上
が
り
、
過
去
最
大
だ
っ
た

平
成
16
年
の
二
百
八
十
四
億
円
を
大
幅
に
上
ま
わ
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

身
内
、
肉
親
を
か
た
っ
て
横
領
の
補
填
金
や
サ
ラ

金
の
返
済
を
振
り
込
ま
せ
る
手
口
の
、
い
わ
ゆ
る

「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」
の
被
害
が
百
三
十
二
億
円
で
振
込

め
詐
欺
全
体
の
半
分
強
を
し
め
て
い
ま
す
。
ま
た
公

的
機
関
を
騙
っ
た
「
還
付
金
詐
欺
」
が
四
十
五
億
円

と
急
増
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
税
金
や
医
療
費
の
一

部
を
返
還
す
る
と
い
っ
て
A
T
M
に
誘
導
し
、
携
帯

電
話
で
指
示
し
て
、
被
害
者
の
気
づ
か
な
い
内
に
お

金
を
口
座
間
送
金
で
だ
ま
し
と
る
手
口
で
す
。
他
に

も
、「
架
空
請
求
詐
欺
」「
融
資
保
証
金
詐
欺
」
の
い
ず

れ
も
が
前
年
度
を
上
ま
わ
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

県
内
で
は
十
月
末
で
二
百
十
七
件
、
二
億
六
千
三

百
万
円
の
振
込
め
詐
欺
の
被
害
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。特

に
昨
年
の
後
半
か
ら
「
東
京
管
財
執
行
事
務
局
」

と
名
乗
る
実
態
の
な
い
機
関
か
ら
、
ど
こ
か
か
ら
流

出
し
た
で
あ
ろ
う
名
簿
を
も
と
に
「
民
事
訴
訟
裁
判

告
知
」
と
書
か
れ
た
葉
書
が
送
り
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
絶
対
に
連
絡
を
と
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ま
た
、「
消
費
生
活
情
報
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
名

称
で
「
生
活
保
全
確
認
通
知
書
」
と
い
う
架
空
請
求

葉
書
が
届
い
た
例
も
あ
り
ま
す
。

内
容
は
「
料
金
未
払
い
」「
契
約
不
履
行
」「
簡
易

裁
判
所
に
訴
状
を
申
請
」
な
ど
、
全
く
う
そ
の
内
容

で
す
。

「
財
産
を
差
し
押
え
る
」「
身
に
覚
え
が
無
け
れ
ば

早
急
に
連
絡
を
」
と
今
ま
で
の
架
空
請
求
葉
書
と
同

じ
手
口
で
す
。
身
に
覚
え
が
無
け
れ
ば
連
絡
を
せ
ず

に
無
視
を
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
よ
う
な
話
は
常
に
警
戒
し
、
慎
重
に
確
認
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は

「
慌
て
ず
冷
静
に
対
応
す
る
」「
す
ぐ
に
振
り
込
ん
だ

り
郵
送
し
な
い
」「
一
人
で
悩
ま
ず
周
囲
の
人
、
家

族
、
警
察
署
に
相
談
す
る
」
こ
と
が
大
切
で
す
。
な

お
定
額
給
付
金
の
支
給
も
決
ま
り
、
類
似
の
手
口
が

多
発
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

あ
な
た
も
狙
わ
れ
て
い
ま
す
。
十
分
に
気
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。

（
広
告
）

日本体育協会公認スポーツ指導員がいます。 

教室開催 
生徒募集 
教室開催 
生徒募集 
教室開催 
生徒募集 

◎日　　時：５月９日（土）から10回（毎週土曜日） 
　　　　　　　午前9時30分～11時30分 

◎場　　所：第２テニスコート（釘池・クレーコート） 

◎申込資格：小学４年生から一般・中高年まで 

◎費　　用：（スポーツ保険1500円、ボール代・コート使用料込） 

　　　　　　　☆2,000円（小・中学生） 
　　　　　　　☆2,500円（高校生から一般・中高年まで） 

◎申 込 先：　0745-７３-６８０７ 
　　　　　　　　　　　（ソフトテニスクラブ　平尾まで） 

◎申込締切：５月８日（金）午後３時まで 

（10回） 

経験・未経験 
問わず 

中・高年 
大歓迎 

（
広
告
）

《費　用》 
　小学生　　　5,000円（3ヶ月） 
　中学生以上　3,000円（3ヶ月） 
　　　　スポーツ安全保険別途必要 

会
員
募
集 

《対　象》　小学一年生～成人 
《稽古日・場所》 
　日曜日　AM9：00～11：00 
　　　　　上牧第二小学校体育館 
　木曜日　PM7：30～9：00 
　上牧町立第一体育館（町民プール前） 

◆申し込み先　　　　　78-4721
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新 刊 紹 介

●
は
図
書
館
の
休
館
日

図書館通信

夢の動物園
坂東　元著　角川学芸出版

ユニークな発想
で動物園のイメ
ージを変え、一
度は行ってみた
い動物園として
有名な旭山動物
園。そこで働く
著者が動物への
思いや、動物園
の未来などにつ
いて語ります。

オバマ
ロバータ・エドワーズ著　岩崎書店

「YES WE
CAN！」の

言葉とともに誕
生した第44代
アメリカ大統領
バラク・オバマ
氏。彼の生い立
ちやアメリカの
大統領選挙のし
くみなどがわか
ります。

（児童書）

今がいちばんいい時よ
ターシャ・テューダー著　メディアファクトリー

出産　いのちの民俗学１
板橋春夫著　社会評論社

和歌山の山村に
ある小さな書店
は日用品も売っ
たり、絵本の原
画展や作家の講
演会を開催した
りと大忙しです。
地域に根づきな
がら頑張ってい
る本屋さんを紹
介します。

出産についての
儀礼や男性産婆
の存在などと共
に、いのちの誕
生と死を自宅で
迎えていた時代
の出産について、
民族学的な見地
から調査し、ま
とめた本です。

●図書館休館日：毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）･毎月末日（図書整理のため）･年末、年始（12／27～１／5） 0745－78－9903

庭作りや絵の仕
事をこなしなが
ら、動物たちと
過ごす日々や歳
をとってからの
人生の充実感に
ついての著者の
言葉が、たくさ
んの美しい写真
とともに綴られ
ています。

すごい本屋！
井原万見子著　朝日新聞出版

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

１
２

３

4

５

６

７

8

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

4月

●買い物は県内で！ たばこは町内で買いましょう。

上 牧 町 に お 住 ま い の 皆 様

ご　　挨　　拶

平成21年が希望に満ちた年であってほしいと祈るばかりですが、先行き不透明な社会

状況は続いています。いかがお過ごしでしょうか？毎日お忙しくお過ごしのこととお察

しいたします。

さて、本年４月１日より「上牧第二保育所」の民間移管によって保育所業務を引き継ぐ

ことになりました「社会福祉法人　和光会」です。上牧町に保育所を存続させるために

全力を尽くすことをまずお約束いたします。

慣れ親しまれた「第二保育所」という名を『西大和黎明保育園』と改めさせていただ

き、三十余年の歴史を引き継ぎながら、今後は地域の子どもたちやその保護者の方々、

そして保育園の職員によって「なくてはならない保育園」として永く続けてまいりたいと

思っております。

どうぞ地域の子どもたちが毎日、瞳を輝かせて登園できる保育園を創ることにご協力

いただきますよう、お願い申し上げます。

平成21年３月

社会福祉法人　和光会

黎　明　保　育　園
理 事 長　藤 隆　明

（
広
告
）

★4月のお話会ピーターパン★

７日（火）・21日（火）

午前10時30分から

11日（土）・25（土）

午後２時から

本・ＡＶ資料は期限内に
返却しましょう。
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地域密着型で効率的な広告

お店の広告は広報紙で
月1回、町内全戸配布の広告で商売繁盛

広報 かんまきかんまき
上牧町役場秘書課　0745－76－1001
掲載料：1枠 1万円／2枠 2万円
（この見本の大きさは１枠です）

見本
広
報
「
か
ん
ま
き
」
の
広
告

広
報
「
か
ん
ま
き
」
の
紙
面
に
町
の
財
源
確
保
の

一
環
と
し
て
申
し
込
み
順
に
有
料
広
告
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
町
が
広
告
主
の
利
用
を
特
別

に
推
奨
し
た
り
、
そ
の
内
容
を
保
証
す
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
利
用
に
あ
た
っ
て
は
ご
自
身
の

判
断
で
お
願
い
し
ま
す
。

世帯数.....................9,605 (+７)

男　性..................11,782 (－２)

女　性..................12,864 (－７)

合　計..................24,646 (－９)
（ ）は前月比

平
成
21
年
２
月
末
日
現
在

《ご案内》

＊町の木 ＊町の花

本紙は再生紙を使用しております。

●法律相談
☆上牧町主催（偶数月に開催）
担　当：弁護士

と　き：2・4・6・8・10・12月の第一水曜日

午後１時～４時

ところ：2000年会館

定　員：先着申込順６名

内　容：各種法律問題全般

申込・問合先：

役場秘書課へ電話で申し込んでください

76ー1001 役場内線298番

☆奈良弁護士会主催（奇数月に開催）
担　当：弁護士

と　き：1・3・5・7・9・11月の第二金曜日

午後１時～４時

ところ：2000年会館

定　員：先着申込順６名

内　容：各種法律問題全般

申込・問合先：

奈良弁護士会へ電話で申し込んでください

0742ー22ー2035（相談日の１週　

間前の午前９時30分から申込受付。

当日の申し込みは出来ません）

●行政相談
担　当：行政相談委員

と　き：毎月第二金曜日　午後１時～４時

ところ：2000年会館

内　容：役所の仕事について全般

問合先：秘書課　 役場内線222番

●人権相談
担　当：人権擁護委員

と　き：毎月第二金曜日　午後１時～４時

ところ：2000年会館

内　容：人権問題全般

問合先：福祉課　 役場内線130番

●消費生活相談
担　当：消費生活相談員

と　き：毎週火曜日

午後１時～４時（祝日は除く）

ところ：2000年会館

内　容：消費生活問題全般・多重債務問題

問合先：秘書課　 役場内線222番

●教育相談
担　当：学校指導主事

と　き：毎週火曜日　午後１時30分～４時

相　談：電話による相談　 役場内線119番

内　容：教育問題全般

問合先：教育総務課　 役場内線119番

●スクールカウンセラー教育相談
担　当：スクールカウンセラー

ところ：上牧中学校

と　き：毎週金曜日午前11時30分～午後５時

上牧中学校　 76ー5479

内　容：教育問題全般

問合先：教育総務課　 役場内線119番

◆上牧町ホームページ◆
・http://www1.ocn.ne.jp/~kanmaki/
・Eメール kanmaki＠plum.ocn.ne.jp


